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石川県議会議員、志賀町議会議員選挙

この一票　未来へわたる架け橋に

　石川県議会議員選挙および志賀町議会議員選挙が行

われます。より良いまちづくりのため、みんなで投票

に行きましょう。あなたの一票が未来をつくる大切な

選挙です。棄権せずにぜひ投票してください。

　投票会場には選挙管理委員会から送られる入場券を

持参してください。投票日に都合が悪い場合には、期

日前投票をお願いします。

◆投票時間が変わります◆　投票率の向上のため、今回の選挙から投票日の投票時間を変更します。

　これまでの投票時間より 1 時間延長し、午前 7 時から午後 8 時までとなります。

　※期日前投票の投票時間は、午前 8 時 30 分から午後 8 時までです。

立候補予定者説明会を開催します
　志賀町議会議員選挙における立候補届出手続などに
ついての説明会を開催します。
　当日は立候補に必要な資料を配付しますので、立候
補予定者またはその関係者はご出席ください。
　会場の都合により、出席者は立候補予定者 1 人に
つき 3 人以内とします。

日　時　　3　月22日（火）　午前　9　時30分から

場　所　志賀町役場　大会議室

石川県議会議員選挙
4 月 10 日　日

午前７時から午後８時

告示日　4 月 1 日

志賀町議会議員選挙
4 月 24 日　日

午前７時から午後８時

告示日　4 月 19 日
◆投票ができる人◆　石川県議会議員選挙
①平成 3 年 4 月 11 日までに生まれた日本国民。

②平成 22 年 12 月 31 日以前に志賀町に転入届をし、投票

　日まで引き続き志賀町に住民登録をしている人。

転出した人
　志賀町の選挙人名簿に登録されている人で、平成 23 年

1 月 1 日以後に石川県内の他の市町に転出し、投票日まで

引き続き転出先の市町で住民登録をしている人。

※投票には最寄りの市町長が交付する「証明書」が必要

です。

　平成 23 年 1 月 1 日以後に石川県外から志賀町に転入し

た人および投票する前に石川県外へ転出された人は、今

回の石川県議会議員選挙には投票することができません。

◆入場券を郵送します◆
　郵送日　4 月 1 日

　万一、入場券を紛失してしまった場合には、投票所の

係員に申し出てください。

◆投票ができる人◆　志賀町議会議員選挙
①平成 3 年 4 月 25 日までに生まれた日本国民。

②平成 23 年 1 月 18 日以前に志賀町に転入届をし、投票

　日まで引き続き志賀町に住民登録をしている人。

　なお、投票する前に町外へ転出された人は、投票でき

ません。

◆入場券を郵送します◆
　郵送日　4 月 19 日

　万一、入場券を紛失してしまった場合には、投票所の

係員に申し出てください。

問　志賀町選挙管理員会　32-1111 ㈹
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　特定健診は、医療費が増えている大きな原因の生活習慣病を発症前の「メ

タボリックシンドローム」（内臓脂肪症候群）の段階で発見し、生活習慣病

を予防・改善するためのものです。毎日をいきいきと過ごすために、年に一度、

身体のメンテナンスを実施しましょう。

★平成 22 年度の受診状況は？

　平成 21 年度は 48.2％で国保被保険者の受診率が、平成 20 年度と比べると

16.6％も増えましたが、平成 22 年度は 48.2％と全く増えていません！

※高浜、上熊野、加茂地区の受診率が 40％を切っています。平成 23 年度はぜひ受診しましょう！

★ 2 年間、継続して受けた人の地区別状況です。

※上熊野、下甘田地区で継続して受診している人の割合が低く、志賀町全体で

　679 人が前年度に受診しながらも今年度は健診を受けていません。

★年に１回は必ず健診を受けましょう！

　　今は健康だからといって、今年受けずにいると次の健診までに
　２年も間隔が空くことになります。その間に病気は確実に進行し
　手遅れになる場合があるので、1 年に 1 回、必ず受診しましょう。

　お問い合わせ先　保健福祉センター　健診担当　☎ 32-0339

志
賀
町
国
民
健
康
保
険
40
～
74
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生
活
習
慣
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う

地区別の受診率は

平成 22 年度の特定健診の受診率が伸び悩んでいます
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　今、開発途上国ではさまざまな分野において、わたしたちの技術・知識・経験が必要とされています。
あなたも、海外ボランティアへの扉をたたいてみませんか。

募集期間：平成 23 年 4 月 1 日 ( 金 ) ～ 5 月 16 日 ( 月 )

　上記募集期間中、下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。予約・参加費は不要です。興味のあ
る人なら、どなたでもお越しください。高校生、大学生も大歓迎です。

○青年海外協力隊（20 歳～ 39 歳対象）

市町村 期日 時間 説明会場

金沢市 4 月 9 日（土） 14:00 近江町交流プラザ　4F　集会室

金沢市 4 月 24 日（日） 14:00 金沢勤労者プラザ　101 研修室
　　　　　　　　　　　　　　

○シニア海外ボランティア（40 歳～ 69 歳対象）

市町村 期日 時間 説明会場

金沢市 4 月 24 日（日） 10:30 金沢勤労者プラザ　101 研修室

職　種：農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、社会福祉、観光・商業、スポーツ
　　　　など多種

【応募に関するお問い合わせ・相談窓口】　
JICA 北陸・ボランティア担当
　☎ 076-233-5931　E-mail　jicahric-koho@jica.go.jp　URL　http://www.jica.go.jp/hokuriku/index.html
国際協力推進員・石川県デスク
　☎ 076-262-5932　E-mail　jicadpd-desk-ishikawaken@jica.go.jp

ボランティアに関する詳細情報は JICA ホームページでもご覧になれます。　URL: www.jica.go.jp

　町内に住むおおむね 60 歳以上の常用就職することは望
まないが、「自らの能力や経験を生かして働く機会を得た
い」という健康で働く意欲のある人なら誰でも会員にな
れます。
　入会は随時受け付けていますが、奇数月の第 3 水曜日
に入会の説明会を開催します。参加を希望する人は、事
前に富来事務所または、志賀事務所までご連絡ください。

【今月の入会説明会　開催日時】
　　3 月 16 日 ( 水 )　14 時～

◆事務所業務時間
　　月曜日～金曜日　8 時 30 分～ 17 時 15 分

◆お申し込み・お問い合わせ先
社団法人 志賀町シルバー人材センター 
富来事務所（富来支所 2 階）

☎ 42-2170　 FAX  42-2180
志賀事務所（文化ホール１階）

☎ 32-9911　 FAX  32-9912

シルバー人材センターで働いてみませんか 児童扶養手当額が変わります
（平成23年４月から）

JICA ボランティア平成 23年度春募集

約 2 時間の予定です。

　　　　　　　　　　　　　
　約 2 時間の予定です。

平成22年度
全部支給（月額） 41,720 円

一部支給（月額）
41,710 円～

9,850 円
↓

平成23年度
全部支給（月額） 41,550 円

一部支給（月額）
41,540 円～

9,810 円

　平成22年全国消費者物価指数の実績値の下落によっ
て、ひとり親など家庭に支給している児童扶養手当の
額も変更になります。

お問い合わせ先　子育て支援課　☎ 32-9122
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廃車・名義変更手続きを忘れていませんか
　所有している原付バイク（50㏄～ 125㏄以下）・小型特殊自動車（トラクター、トレーラー付耕運機、

コンバインなど）が破損・盗難などで使用不能となっている場合、または売却・譲渡により実際の所

有者が異なっている場合は税務課窓口か富来支所総合窓口で廃車・名義変更手続きを行ってください。

　平成 23 年 3 月 31 日までに届出がない場合は、平成 23 年度軽自動車税の課税対象となりますので

ご注意ください。盗難・紛失などによりナンバーが無い場合でも廃車手続きは可能です。

車両種別 届出（問い合わせ）場所 届出に必要なもの

・原付バイク
　（125cc 以下）

・小型特殊自動車
　トラクター
　トレーラー付耕運機
　コンバインなど　

税務課　軽自動車税担当
　☎ 32-9142

富来支所　総合窓口担当
　☎ 42-1108

○廃車の場合
・印鑑　（所有者および使用者）
・車両ナンバープレート

○名義変更の場合
・印鑑　（新、旧の所有者および使用者）

・二輪バイク
　（125cc 超える）

北陸信越運輸局　石川運輸支局
所在地　金沢市入江 3-153
　☎ 076-291-0531

左記へ問い合わせの上、確認してください
・軽自動車四輪
　乗　用
　貨物用

軽自動車検査協会 石川事務所
所在地　金沢市新保本 4-65-8
　☎ 076-269-4747

森林経営への不安を解消！被災時に手厚い補償！

森林国営保険

　森林国営保険は、火災・風害・水害・雪害・干害・凍害・潮害・噴火災で受けた森林被害を損害額に応

じて補償する制度です。

　いつ来るかわからない災害に備えることで、森林経営の不安を解消することができます。

　○森林所有者であれば個人・法人を問わず誰でも申し込みができます。

　○保険契約期間は 1 年単位で希望する期間を選択できます。

　○樹種、林齢、面積などに制限はありませんが、全く手の入らない天然林や竹林は加入できません。

お申し込み・お問い合わせ先

　●中能登森林組合　本所（羽咋支所）羽咋市柴垣町 10 字 105 番地　☎ 22-8891

　●中能登農林総合事務所　七尾市小島町二部 33 番地　☎ (0767)52-2583
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犬に関する苦情・トラブルが寄せられています‼
みんなが迷惑、犬の飼育マナーは飼っている人の責任です。

犬の鳴き声などで近隣に迷惑をかけることのないようにしましょう！
　飼い犬が長時間鳴くことによる苦情が寄せられています。

「鳴き声」による騒音は近所迷惑です。飼い主と隣近所の人では聞く感覚は全く異なります。犬のしつけが
十分でないことや運動不足がその原因になっていることもあります。犬に「無駄吠え」させないしつけや毎
日の散歩を行うなどして犬にストレスをためないことが重要です。

犬のふんの後始末をしましょう！
　犬の散歩中のふんを始末しないことで不快・迷惑だという苦情も寄せられています。何も持たずに犬と散
歩に出かけていませんか？手ぶらで出るのはマナー違反です。飼い犬のふんの始末は飼い主のマナーです。

住み良いきれいな町づくりのために、正しい飼い方についてのルールを守りましょう。

お問い合わせ先

　生活安全課生活環境担当　☎ 32-9321　能登中部保健福祉センター羽咋地域センター　☎ 22-1170

【狂犬病予防注射　日時および会場】
注射実施日 注射会場 注射時間

４月３日㈰
（富来地域）

笹波集会所前
旧西浦農協支所前
役場富来支所（車庫側）

10:00 ～ 10:30
10:40 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

４月４日㈪
（富来地域）

熊野多目的集会所
日下田防火用水前
町居バス停留所前
旧熊野小グラウンド側駐車場
福浦港漁協前
七海会館前
大福寺能登富士ふれあい文化ｾﾝﾀｰ駐車場
稲敷クラブ前
旧西増穂農協支所前

10:00 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:45 ～ 11:00
11:05 ～ 11:20
11:30 ～ 12:00
13:10 ～ 13:30
13:45 ～ 14:00
14:10 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00

４月５日㈫
（富来地域）

旧稗造小学校登り口（富来側）
旧稗造農協支所跡前
旧富来川農協支所前
東増穂コミュニティセンター
西海高齢者活性化センター
赤崎旧農協作業所跡前

10:30 ～ 10:50
11:00 ～ 11:10
11:20 ～ 11:50
13:00 ～ 13:50
14:00 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00

４月７日㈭
（志賀地域）

土田公民館前
仏木集会所前
上熊野公民館前
米町自転車道路休憩所前
志賀町林業拠点センター前
末吉集会所前

10:00 ～ 11:00
11:10 ～ 11:30
11:40 ～ 12:00
13:10 ～ 13:40
13:50 ～ 14:10
14:20 ～ 15:00

４月８日㈮
（志賀地域）

出雲バス停前
志賀農協加茂支店前
矢駄集会所前
志賀農協下甘田支店前
志賀農協中甘田支店前
大島集会所前
甘田集会所前　

10:00 ～ 10:10
10:20 ～ 10:40
10:50 ～ 11:00
11:10 ～ 11:50
13:00 ～ 13:30
13:40 ～ 14:20
14:30 ～ 15:00

４月 17 日㈰
（志賀地域）

赤住公民館前
百浦集会所前
志賀農協志加浦支店前
志賀町役場裏車庫前

10:00 ～ 10:20
10:40 ～ 11:00
11:20 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

　犬の登録は生涯１回ですが、狂犬病予防注

射は毎年必ず受けなければなりません。

　既に登録している人は郵送されたはがきを

注射会場まで持参してください。

新規登録および 注射料　6,000 円
注射のみ料金　3,000 円

●犬を飼っている人は、飼育マナーを守って

ください。

● 放し飼いはしないで下さい。

　　放されている犬は、付近の人の迷惑にな

ります。特に鳴き声やふんの処理は、飼い

主が責任を持って適正に管理してしてくだ

さい。

平成 23 年度

　狂犬病予防注射を実施します

※ 4 月に行われる、統一地方選挙の日程関係により、例年と多少
　日程が変更になっていますので、ご注意ください。
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◦弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。

多
重
債
務
を
抱
え
て
い
る
従
業
員
に
対
す

る
対
処
法

る
場
合
、
そ
の
従
業
員
に
対
し
て
金
銭
を
取
り
扱
う
部
署
で
の

業
務
が
不
適
当
で
あ
る
と
し
て
配
転
す
る
こ
と
、
例
え
ば
、
金

銭
を
扱
わ
な
い
事
務
部
門
へ
の
配
転
な
ど
が
で
き
る
の
か
が
問

題
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
労
働
契
約
に
お
い
て
労
働
者
の
職
種

が
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
（
特
に
近
年
、
職
種
を
限
定

し
て
採
用
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
労

働
契
約
書
・
採
用
の
経
緯
な
ど
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
）、
あ
る
い
は
勤
務
場
所
が
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

場
合
は
、
労
働
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
使
用
者
が
一
方
的

に
労
働
者
の
職
種
や
勤
務
場
所
の
変
更
を
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
限
定
が
な
い
場
合
、
配
転
の
命

令
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
　

た
だ
、
可
能
と
い
っ
て
も
、
配
転
命
令
は
業
務
の
必
要
性

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
業
務
上
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
労
働
力
の
適
正
配
置
、
業
務
の
能
率
増

進
、
労
働
者
の
能
力
開
発
、
勤
務
意
欲
の
高
揚
、
業
務
運
営
の

円
滑
化
な
ど
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
対

象
者
を
退
職
さ
せ
る
目
的
で
行
う
な
ど
、
不
当
な
目
的
の
た
め

に
行
わ
れ
た
配
転
命
令
は
、
権
利
の
濫
用
に
よ
り
無
効
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
該
従
業
員
と

よ
く
話
し
合
っ
て
、
納
得
の
上
で
配
置
転
換
す
る
こ
と
が
無
難

で
し
ょ
う
。
な
お
、
そ
の
前
に
当
該
従
業
員
に
一
人
で
悩
ま
な

い
で
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
に
相
談
し
て
債
務
整
理
を
す

る
よ
う
勧
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
費
用
が
な
い
場

合
は
、
法
テ
ラ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
言
っ
て
あ
げ
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
職
場
に
い
る
男
性
従
業
員
あ
て
に
サ
ラ
金
な
ど
の
金

融
機
関
か
ら
度
々
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
従
業
員

は
か
な
り
借
金
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
お
金
に
困
っ
て

何
か
す
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
す
。
こ
の
よ
う
に

多
重
債
務
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
従
業
員
を
解
雇
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
多
重
の
借
金
を
抱
え
て
い
る
従
業
員
が
将
来
問
題
を

起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
あ
る
と
し
て
も
、
借

金
を
理
由
と
し
て
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
借

金
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
こ
と
だ
け
で
業
務
遂
行

に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。
ち
な
み
に
、
自
己
破
産
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
破

産
そ
の
も
の
は
解
雇
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
、
使
用
者
に
つ
い
て
破
産
手
続
の
開
始
が
あ
っ
た
場

合
に
、
労
働
者
な
ど
か
ら
の
雇
用
契
約
の
解
約
申
し
入

れ
が
で
き
ま
す
が(

民
法
６
３
１
条)

、
労
働
者
の
破
産

に
つ
い
て
は
、
使
用
者
か
ら
解
約
申
し
入
れ
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

し
か
し
、
借
金
が
多
い
こ
と
に
よ
り
職
務
怠
慢
に

な
っ
て
い
る
な
ど
、
社
員
の
業
務
遂
行
に
問
題
が
あ
る

よ
う
な
場
合
、
職
務
怠
慢
を
理
由
に
懲
戒
処
分
を
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
職
務
怠
慢
が
目
に

余
る
場
合
に
は
、
解
雇
も
検
討
す
る
こ
と
余
地
は
あ
り

ま
す
。

　
　

多
額
の
借
金
を
理
由
と
す
る
解
雇
が
難
し
い
と
さ
れ
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町では、経済的理由で高等学校・大学などへの修学が困難な町民に対し、奨学資金の貸付を行っています。

■対象者
　次の要件をすべて満たしている人です。
　　①　平成23年4月に高等学校、大学など（専修学校は修業年限が2年以上の専門課程）に入学する人また

は在学中の人。
　　②　申請者および保護者が1年以上町内に在住の人
　　③　保護者（またはそれに代わる人）の平成22年中の総所得金額が500万円以下の人（大学修学生が２人

以上になる場合は700万円以下）
　　④　在学する（新1年生の場合は卒業した）学校の長または学部長の推薦を経た人
　　　　※6月下旬に選考委員会の選考を経て決定し、4月分からの貸付開始となります。

■貸付月額（貸付は無利子）
　　高校・高専　12,000円
　　大学・専修学校　国公立　36,000円、私立　48,000円
■提出書類
　申請書は教育委員会学校教育課または富来支所総合窓口にあります。
　　①　奨学資金貸付申請書
　　②　申請者、保護者の世帯全員の住民票（本籍など省略していないもの）
　　③　学校の長または学部長の推薦調書および成績証明書
　　④　作文　タイトル「今、学びたいことと自分の将来について」（400字以上800字以内）
　　⑤　申請者本人の3カ月以内の上半身写真（縦3㎝×横2.5㎝）
　　⑥　保護者（またはそれに代わる人）の平成22年度納税証明書
　　⑦　保護者（またはそれに代わる人）の平成23年度町県民税（所得・課税）証明書

■書類提出期限　6月17日（金）必着
お申し込み・お問い合わせ先　志賀町教育委員会学校教育課　☎32-9360

志賀町奨学資金貸付のご案内

春 

季 

火 

災 

予 

防 

運 

動

「
消
し
た
か
な
」 

あ
な
た
を
守
る
合
言
葉

　

３
月
20
日（
日
）か
ら
26
日（
土
）、
県
下
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
志
賀
消
防
署
で
は
、
消
防
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
や
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
促
進
を
行
い
、
火
災
の
防
止
と
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発

生
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
命
を
守
る「
切
り
札
」で
す

　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
も
う
取
り
付
け
ま
し
た
か
？

　

県
内
す
べ
て
の
市
町
で
は
、
既
存
住
宅
も
含
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

☟
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

１　

住
警
器
は
寝
室
に
設
置
し
ま
す
。

２　

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段
に
も
設
置
し
ま
す
。

３　

天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
、壁
や
梁
か
ら
60
㎝
以
上
離
し
取
り
付
け
ま
す
。

４　

壁
に
取
り
付
け
る
場
合
、天
井
か
ら
15
㎝
～
50
㎝
以
内
で
取
り
付
け
ま
す
。

５　

台
所
に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
す
る
と
安
心
で
す
。

６　

住
警
器
の
種
類
に
よ
っ
て
取
り
付
け
の
注
意
点
が
異
な
り
ま
す
。
附
属
の

取
扱
説
明
書
に
従
い
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

住
警
器
が「
つ
い
て
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
事
例
が
た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

○ 

妻
（
80
歳
代
）
が
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
鍋
に
火
を
か
け
た
ま
ま
寝
て
し
ま
い
、
空

焚
き
と
な
り
発
煙
し
た
が
、
夫
が
寝
室
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
で
目

を
覚
ま
し
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
た
。

■
住
警
器
の
普
及
と
共
に「
つ
い
て
て
よ
か
っ
た
」事
例
は
年
々
増
加
し
、
こ
れ

ま
で
に
た
く
さ
ん
の
奏
功
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
を
早
期
に
発
見

し
、
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

防
火
・
救
急
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

志
賀
消
防
署　

☎
32-

１
７
７
６　

富
来
分
署　

☎
42-

１
２
１
１
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寺井さんが交通栄誉章を受章

100歳おめでとうございます

鬼が現れ「鬼は外、福は内」と豆を投げる園児たち

受章の喜びを語る寺井さん

加茂保育園で豆まき集会

はまなす園で初めて２人同時に100歳のお祝いとなりました

　全日本交通安全協会の交通栄誉章「緑十字銀章」を受章
した寺井康人さん（富来領家町）が1月27日（木）に役場を訪
れ、小泉町長に喜びの報告をしました。
　寺井さんは羽咋郡市交通安全協会副会長で、29年間、
無事故無違反を続けています。
　小泉町長から「引き続きこれまで以上に尽力をお願いし
ます」と祝福し、寺井さんは「ますます責任を感じています。
交通事故防止へ心を新たにしています」と話しました。

　2月1日（火）に特別養護老人ホームはまなす園に入所し
ている大野孫作さんと、原田ひでさんが100歳を迎え、小
泉町長から花束と祝状などが手渡されました。
　大野さんは1月30日生まれで、5年前から入所していま
す。若いころは警察官や農業に従事し、4人の子どもを育
てました。長男の秀夫さんは「暴飲暴食せず、物をよくか
んで食べていたことが長生きの秘訣だと思う」と話しまし
た。
　原田ひでさんは2月1日生まれで、一週間ほど前から入
所しています。農業と家事をしながら5人の子どもを育て
ました。長男の一男さんは「50代のころは命が危ないほど
病弱だったが、くよくよしない性格のおかげか年々元気に
なっていった」と笑顔で話しました。
　いつまでもお元気でいてください。

　2月3日（木）に加茂保育園で豆まき集会が行われました。
先生から「泣き虫や食べ物の好き嫌い、友達や兄弟とけん
かをしてしまう悪い心の鬼を追い出そう」と豆まきの意味
を学びました。
　園児たちは、この日のために鬼の面を作り、豆まきの前
に披露しました。
　豆まきが始まり、鬼が登場すると園児たちは「鬼は外」の
掛け声とともに豆を投げ始めました。泣き出す園児もいま
したが、一生懸命豆を投げ、豆まきを楽しみました。
　豆まきの最後には福の神が現れ、上手く鬼を追い払えた
園児たちはご褒美をもらっていました。
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からだ温まる名物大漁鍋祭り

　

自衛隊入隊で激励会

将来についての作文を披露する金谷かおりさん（志賀）と村中健哉君（富来）

大漁鍋、鮮魚販売は大人気で長蛇の列

立志の誓い

長屋さん（中央左）と激励会出席者のみなさん

　町の自衛隊入隊予定者激励会が2月17日(木）に行われ、

陸上自衛隊の自衛官候補生として入隊予定の富来高校3年

の長屋克人さん（里本江）が役場を訪れました。

　小泉町長が「国民の信頼と期待に応えるよう頑張ってほ

しい」と激励し、町自衛隊父兄会会長の室谷邦夫さん、自

衛隊石川地方協力本部長の加藤木一浩さんも励ましと期待

の言葉を贈りました。

　長屋さんは「4月からの教育期間中の訓練をしっかり頑

張っていきたいです」と決意を話しました。

　2月11日（祝）に富来漁港で西海公民館主催の「冬の日本

海波祭り　西海大漁鍋大会」が開かれました。

　大漁鍋は、800食分が用意され、具には白菜やネギ、人

参などの野菜と、メギスのつみれやタラ、カニ、甘エビな

ど魚介類もたっぷりと入っていました。鮮魚の販売コー

ナーでは、富来漁港で水揚げされた魚やズワイガニ、甘エ

ビなどが並びました。販売開始とともにたくさんの人が買

い求め、あっという間に売り切れてしまいました。そのほ

か、焼きそばやシーフードカレー、焼き鳥などの販売もあ

り、大勢の人でにぎわいました。

　2月8日（火）に志賀町文化ホールで立志式が行われまし

た。志賀中と富来中の2年生179 人が立志を迎えました。

　式では小泉町長が式辞を述べ、田中議長と穴田教育長が

祝辞を贈りました。

　生徒を代表して志賀中の金谷かおりさんと富来中の村中

健哉君が将来についての作文を披露しました。

　この後、20歳を迎えた自分への手紙をタイムカプセル

へ入れました。この手紙は、６年後の成人式の日に本人へ

返されます。

　式後は50年間の船員、船長としての体験記を出版した

海洋調査船の元船長石田貞夫さんが、これまでの経験談を

語り、夢をあきらめず、努力することの大切さを話しまし

た。
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・国民健康保険税第9期
・後期高齢者保険料第12期
・介護保険料第9期

納期限は3月31日（木）です。

高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル

地
区
に
堀
松
・
北
吉
田
・

梨
谷
小
山
の
３
区
を
指
定

金
沢
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
が
金
沢
新
神
田
合
同

庁
舎
へ
移
転
し
ま
す

～
赤
ち
ゃ
ん
の
具
合
が
悪
い
と
き
～

　

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
上
で
、
一

番
心
配
な
の
が
病
気
で
す
。
特
に
う

ま
く
表
現
で
き
な
い
乳
幼
児
の
病
気

に
気
付
く
た
め
に
は
、
い
つ
も
の
機

嫌
や
様
子
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
病
気
は
、
ま

ず
小
児
科
へ
か
か
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
診
て
も
ら
っ
て
い
る
医
師
は
、
子

ど
も
の
い
つ
も
の
様
子
や
病
気
の
経

験
、
体
質
な
ど
を
分
か
っ
て
く
れ
て

い
る
の
で
安
心
で
す
。
信
頼
で
き
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

就
職
を
控
え
た
学
生
、
若
者
向

け
労
働
法
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

◆
日
時　

３
月
9
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

羽
咋
警
察
署
で
は
、
堀
松
・
北
吉

田
・
梨
谷
小
山
の
３
地
区
を
「
高
齢

者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル

地
区
」
と
は
、
高
齢
者
に
対
し
、
夜

間
外
出
時
に
お
け
る
反
射
タ
ス
キ
の

着
用
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
に
向
け

　

金
沢
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

は
、
平
成
23
年
３
月
14
日
㈪
に
金
沢

駅
西
合
同
庁
舎
か
ら
金
沢
新
神
田
合

同
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

　

移
転
に
伴
い
、
所
在
地
お
よ
び
人

権
相
談
用
電
話
番
号
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

◆
移
転
日
（
執
務
開
始
日
）

　

平
成
23
年
３
月
14
日
㈪

◆
所
在
地　

〒
９
２
１-

８
５
０
５

障
害
者
福
祉
総
合
相
談

◆
日
時　

３
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、
法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

︿
志
賀
地
域
﹀

◆
日
時　

３
月
11
日
㈮
10
時
～
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　

☎
32-

１
３
６
３

　

︿
富
来
地
域
﹀

◆
日
時　

３
月
10
日
㈭
10
時
～
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
１
階

１
０
１
会
議
室
（
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
前
）

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

公
共
施
設
へ
の
電
話
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
相
談

　

自
立
支
援
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ

と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

３
月
24
日
㈭
10
時
～
15
時

※
毎
月
第
４
木
曜
日

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

相
談
室

問
子
育
て
支
援
課　

☎
32-

９
１
２
２

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
病
院
に
は
「
ど
ん
な
様
子

か
」「
い
つ
か
ら
か
」「
時
間
経
過
と

変
化
」「
家
庭
で
ど
ん
な
処
置
を
し

た
か
」を
把
握
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
子
育
て
支
援
課　

☎
32-

９
１
２
２

　

志
賀
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

☎
32-

０
３
３
９

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

　

10
時
～
正
午
︵
３
／
１
・
８
・
15
・
22
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
～
正
午（
３
／
３
・

10
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
～
16
時（
３
／
17
・

24
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
～
16
時（
３
／
２
・

16
）

「
知
っ
て
役
立
つ
労
働
法
」

　

働
く
と
き
に
必
要
な
基
本
知
識

　

就
職
を
控
え
た
学
生
、
若
者
向
け

の
わ
か
り
や
す
い
労
働
法
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク

　

就
職
を
控
え
た
学
生
や
若
者
が

働
く
と
き
に
知
っ
て
お
く
べ
き
労

働
法
を
学
ぶ
上
で
、
役
に
立
つ
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
「
知
っ
て
役

立
つ
労
働
法
～
働
く
と
き
に
必
要

な
基
本
知
識
～
」
を
作
成
し
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

就
職
を
控
え
た
学
生
や
若
者
向

け
に
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
幅
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲

載
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
え

る
よ
う
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

《h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

bunya/roudouseisaku/index.
htm

l#index-05

》

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

た
、
交
通
安
全
教
育
、
講
習
会
な
ど

の
活
動
を
集
中
的
に
行
う
地
区
を
言

い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
地
区
の
高
齢
者
と
警

察
機
関
と
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
交
通
安
全
意
識

が
高
め
ら
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
る
高

齢
者
の
交
通
事
故
の
減
少
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

問
羽
咋
警
察
署　

交
通
課

　

☎
０
７
６
７-

22-

１
１
２
２
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◆
日　

時　

５
月
29
日
㈰

◆
場　

所　

西
部
緑
地
公
園
陸
上
競

技
場
、
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ほ
か

◆
対
象
者　

県
内
在
住
、
在
勤
、
在

◆
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

◆
第
１
次
試
験　

５
月
15
日
㈰

◆
試
験
地　

金
沢
市
、
新
潟
市
な
ど

◆
日
時　

３
月
14
日
㈪

　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
１
階

◆
日
時　

３
月
29
日
㈬

　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所
１
階

　

石
川
県
で
は
４
０
０
ml
献
血
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
石
川
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
６-

２
３
７-

５
５
３
３

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ロ
ー
リ
ィ

◆
内　

容　

古
着
を
使
っ
て
小
物
を

作
り
、
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と

布
の
有
効
利
用
を
図
る
。

◆
日　

時　

３
月
12
日
㈯
９
時
～

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

７
０
０
円

◆
持
ち
物　

古
着
の
布
１
枚
、
裁
縫

道
具

◆
講　

師　

原
田
洋
子 

氏

◆
申
込
期
間　

３
／
４
㈮
～
11
㈮

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４

☆
フ
ロ
ー
リ
ィ　

オ
ー
プ
ン
!!

　

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

フ
ロ
ー

リ
ィ
は
、
冬
季
休
館
を
終
え
、
３
月

19
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
地
元
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

☆
３
月
19
日
㈯　

14
時
～

　

志
賀
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
演

奏
会

　

フ
ロ
ー
リ
ィ
の
オ
ー
プ
ン
を
中
学

生
の
賑
や
か
な
演
奏
で
彩
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

☆
オ
ー
プ
ン
記
念
粗
品
進
呈　
　

３
月
19
日
㈯
～
21
日
㈷

　

ご
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま

に
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ブ
ッ
ク
マ
ー

カ
ー
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
各
日　

先

着
１
０
０
人
）

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

『Berry　

M
ari　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

展
』

　

志
賀
町
高
浜
町　

山
岸
真
理
子
さ

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
志
賀
町
北
吉
田
の
東　

正
和
様
か

ら
、
亡
父
正
昭
様
の
供
養
と
し
て

社
会
福
祉
向
上
に
10
万
円

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た

松
村
和
子
様
（
富
来
領
家
町
）
特
別
社
員

３
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

第
11
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
23
年
度　

海
上
保
安
学

校
学
生
採
用
試
験
（
特
別
）

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

３
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

３
月
２
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

９
３
１
１

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

３
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・

26
日
㈯　

９
時
～
12
時
30
分

(
注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

て
ん
と
市

献
血
を
実
施
し
ま
す

◆
日
時　

３
月
22
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１

　２人以上の児童を養育し、その家庭の２人目からの児
童が３歳未満児として保育所に入所している人の保育料
の一部を助成します（保護者も児童も町内に住所を有し

ていることが必要です）。

提出期限　3 月 9 日（水）　期限後は受付できません。

お問い合わせ先　子育て支援課　☎ 32-9122

次世代育成助成金の申請はお済みですか？
( 平成 22 年度後期分）

学
の
13
歳
以
上
の
障
害
者
（
身
体
、

知
的
、
精
神
）

◆
実
施
競
技　

陸
上
、
水
泳
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

◆
申
込
締
切　

３
月
25
日
㈮
ま
で

◆
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

本
所
☎
42-

２
５
４
５

　

志
賀
支
所
☎
32-

１
３
６
３

金
沢
市
新
神
田
４
丁
目
３
番
10
号

金
沢
新
神
田
合
同
庁
舎
（
２
階
）

◆
人
権
相
談
用
電
話
番
号

　

０
７
６-
２
９
２-

７
８
０
８

※
「
子
供
の
人
権
１
１
０
番
」「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
電
話

番
号
の
変
更
は
な
く
、
現
在
と
同
じ

電
話
番
号
と
な
り
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認

の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

ん
に
よ
る
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
作

品
展
で
す
。

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

　

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７

◆
受
験
資
格　

 

昭
和
62
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
高
等
学
校

な
ど
を
卒
業
し
た
人(

詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い)

問
七
尾
海
上
保
安
部　

管
理
課

　

☎
０
７
６
７-

52-

９
１
１
８
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プ
ロ
の
音
楽
家
グ
ル
ー
プ
（
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー

ト
、
ソ
リ
ス
ト
）
に
よ
る
歌
と
演
奏
で
す
。
音
楽

を
と
お
し
て
外
国
人
の
人
た
ち
と
交
流
を
図
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

平
成
23
年
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

15
時
～
16
時
（
終
了
予
定
）

と
こ
ろ　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
中
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

生
涯
学
習
課　

国
際
交
流
担
当

　

☎
32-

９
３
５
０

　

志
賀
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
、１
月
30
日（
日
）、

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
で
「
学
び
あ
い　

心
豊
か

な　

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
と
と
も
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
多
年

に
わ
た
り
生
涯
学
習
の
各
分
野
で
尽
力
さ
れ
、

町
の
生
涯
学
習
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
５
人
の

皆
さ
ん
に
志
賀
町
生
涯
学
習
功
労
者
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
が

「
世
界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
田
部
井
さ
ん
は
世
界
最
高

峰
エ
ベ
レ
ス
ト
に
、
女
性
で
は
世
界
で
初
め
て

登
頂
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

田
部
井
さ
ん
は
物
事
に
対
し
て
取
り
組
む
姿

勢
や
考
え
方
な
ど
を
お
話
さ
れ
、
映
像
を
使
っ

て
、
山
々
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
演
の
後
に
は
、グ
ル
ー
プ
教
室
生
や
、

公
民
館
教
室
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
（
と
ぎ
ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
く
ら

貝
）、
着
付
け
（
着
付
け
教
室
）、
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
（
ジ
ュ
ニ
ア
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
）、太
鼓
（
加

茂
太
鼓
ク
ラ
ブ
）
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
で
は
、
各
公
民
館
活
動
を
写
真
や

　

志
賀
町
に
住
む
外
国
人
と
日
本
人
が
一
緒
に
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
互
い
の
文
化
を
学
ん
だ

り
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
23
年
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
中
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料

【功労者表彰受賞者の皆さん】

【登山家の田部井淳子さん】

生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
盛
大
に
開
催

イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
の
ほ

か
、
編
み
物
、
園
芸
、

篆
刻
、
切
り
絵
、
版
画
、

川
柳
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
、
草
木
染
め
の
各

教
室
生
が
制
作
し
た
作

品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
町
民
は
感
心
し
た
様

子
で
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た

の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
功
労
者
表
彰
受
賞
者
】

　

 

木
村
シ
ズ
子　

氏
（
富
来
領
家
町
）

　

 

宮
道　

賢　

氏
（
赤　

崎
）

　

 

高
野
靖
博　

氏
（
高
浜
町
）

　

 

唐
津
政
夫　

氏
（
福
浦
港
）

　

 

道
辻
敬
三　

氏
（
火
打
谷
）

 

国
際
交
流
サ
ロ
ン「
は
ま
な
す
」

  

国
際
交
流
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

環
境
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

２
月
７
日
（
月
）、
高
浜
小
学
校
４
年

生
46
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
環
境
省
と

石
川
県
が
主
催
す
る
環
境
教
育
出
前
授
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
羽
咋
海
岸
自
然
再
生
事
業
の
一
環
で
、

大
島
か
ら
甘
田
海
岸
に
生
息
す
る
「
イ
カ

リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
」
の
生
態
を
通
し
て
、

広
く
人
と
自
然
の
関
わ
り
方
の
大
切
さ
を

学
ぶ
授
業
で
し
た
。

　

当
日
は
県
ふ
れ
あ
い
昆
虫
館
職
員
の
福

富
さ
ん
か
ら
、
昆
虫
館
で
飼
育
さ
れ
て
い

る
蝶
の
さ
な
ぎ
や
成
虫
、
そ
の
他
の
昆
虫

も
直
接
見
て
、
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
学

習
内
容
が
提
示
さ
れ
、
恐
る
恐
る
手
に
触

れ
て
い
る
児
童
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
し
か
わ
自
然
学
校
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
西
屋
さ
ん
は
、
長
年
の
「
イ

カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
」
観
察
活
動
を
通

し
て
、
児
童
に
保
護
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

県
昆
虫
館　

福
富
さ
ん

自
然
学
校　

西
屋
さ
ん
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白
雪
の
静
か
に
ふ
り
し
初
春
の

乙
女
の
茶
室
炭
の
赤
赤　
　
　
　

中
田　

和
子

外
出
も
ま
ま
な
ら
ぬ
身
の
た
の
し
み
は

友
訪
ね
来
て
珈
琲
飲
む
と
き　
　

泉　
　

広
栄

ぼ
た
ん
雪
は
ら
い
差
し
込
む
朝
刊
の

こ
と
り
と
落
つ
る
音
に
安
ら
ぐ　

坂
井
外
志
子

眠
れ
ず
に
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
く
鄧テ
レ
サ
テ
ン

麗
君

歌
に
誘
わ
れ
さ
ら
に
眠
れ
ず　
　

石
田　
　

豊

住
み
つ
き
し
猫
も
十
方
衆
生
か
よ

わ
が
家
を
信
じ
じ
ゃ
れ
て
春
待
つ

吉
崎
て
い
子

骨
折
の
右
の
手
庇
い
左
手
に

今
宵
の
雪
の
深
き
を
記
す　
　
　

岩
上　

久
枝

悠
久
の
流
れ
を
今
に
奈
良
山
は

過
去
世
の
魂た
ま

を
深
く
抱
け
り　
　

福
島　

信
子

一
言
の
言
葉
の
重
み
感
じ
つ
つ　

須
曽　

正
子

一
言
が
仏
と
鬼
を
入
れ
替
え
る　

小
松　

彰
一

年
始
め
初
湯
で
平
和
肌
で
知
る　

村
中　

光
彦

雪
化
粧
山
々
な
が
め
初
湯
す
る　

西
尾　

善
春

年
重
ね
初
湯
入
れ
る
し
あ
わ
せ
を

前
田　

志
津

年
明
け
て
初
湯
に
つ
か
り
無
事
願
う坂

下
二
三
子

ー
能
登
地
震
あ
の
時
、
そ
れ
か
ら
ー　

季
久
子

日
曜
日
、家
が
大
き
く
揺
れ
た
。
地
震
だ
っ
た
。

屋
根
が
大
破
し
、
壁
が
割
れ
、
食
器
棚
が
倒
れ
、

…
ま
る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。

我
が
町
に
地
震
が
お
き
る
わ
け
が
な
い
と

頭
で
否
定
し
て
も
、
消
す
事
の
出
来
な
い

目
の
前
の
惨
状
に
竦
み
上
が
っ
た
。

余
震
が
続
き
、
悲
し
い
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
思
い
が
変
っ
た
。

又
、
地
震
が
私
達
ホ
ー
ム
レ
ス
ね
と

言
っ
た
ら
夫
は
笑
っ
た
。

皆
、い
ろ
ん
な
環
境
の
中
で
懸
命
に
頑
張
っ
て
る
。

「
頑
張
ろ
う
ね
」
と
言
う
眼
が
優
し
か
っ
た
。

如
月
の
佳
き
日
を
選
ん
で
嫁
ぐ
孫　
　
　

永と

わ遠
の
幸
し
あ
わ
せ

願
ひ
て
送
る
日　
　
　
　
　

智　

子

雪
解
け
て
冬
の
晴
れ
間
に
蝋ろ
う
ば
い梅
の

黄
色
き
蕾
春
を
誘
い
て　
　
　
　
　
　

志
津
江

ま
た
ひ
と
つ
名
前
消
え
ゆ
く
班
名
簿

回
覧
配
り
の
雪
跡
も
無
く　
　
　

松
本
理
希
三

重
い
雪
竹
が
曲
っ
て
通
せ
ん
ぼ　

瀬
戸　

栄
子

歩
を
止
め
て
車
見
送
る
雪
の
道　
　
　

浅　

子

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
写
し
ゃ
き
ょ
う経

か
な長

根
尾
郁
恵

足
跡
は
あ
の
男
な
り
今
朝
の
雪　

安
田
紀
美
恵

真
夜
中
に
深し
ん
し
ん深
と
降
る
雪
の
嵩か
さ　

新
澤　

和
子

大
嵐
背
中
ま
る
め
て
寒
に
入
る　

藤
澤　

鶴
女

南
無
ふ
た
字
残
し
て
埋う

ま
る
墓
の
雪川

田
ま
さ
を

寒
明
く
る
老
の
艶つ
や

と
は
佳よ

き
言
葉

須
广
ひ
ろ
し

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
詩
に
つ
い
て
は

２
０
０
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５­

―０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

文

芸

教

室

作
品
募
集

い
い
職
に
つ
き
望
ま
れ
て
嫁
に
行
く平

川
ふ
じ
子

希
望
蘭
日
ハ
ム
佑
ち
ゃ
ん
生
で
見
る林　

ち
よ
子

雪
の
中
希
望
を
抱
い
て
受
験
生 　
み
や
み
ち
さ
か
し

お
見
事
に
育
っ
た
我
が
身
の
メ
タ
ボ
腹

古
森　
　

寓

育
つ
ま
で
新
米
マ
マ
さ
ん
四
苦
八
苦芝

山　

照
子

こ
れ
か
ら
も
望
み
を
か
け
て
暮
ら
す
日
々

川
上　

富
子 

冬
夕
焼
一
途
に
祈
る
母
の
あ
り　

裏
田　

弘
美

冬
凪
や
渚
に
貝
を
拾
ふ
人　
　
　

坂
下　

豊
子

寄
鍋
に
庭
の
野
菜
を
摘
み
て
足
す

土
田
エ
ミ
子

天
神
の
筆
塚
古
り
て
水
仙
花　
　

鍋
岡
美
智
子

編
糸
の
色
を
あ
ま
た
に
冬
ご
も
り

細
川
ふ
じ
子

寒
行
の
鈴
の
音
澄
み
て
遠
ざ
か
る

吉
田　

外
江

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
26
日
㈯
13
時
30
分
集
合

場　

所　

い
こ
い
の
村

　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

無
料

　
　
（
い
こ
い
の
村
会
員
で
な
い
人
は 

　
　

プ
レ
ー
代
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

 

用　

具　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

※
用
具
な
ど
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
。

主　

催　

志
賀
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
い
こ
い
の
村 

受
け
付
け

　
　

☎ 

32-

３
１
３
１

　
　

℻ 

32-

３
１
３
４

　

・
志
賀
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

事
務
局
（
太
田
）

　
　

☎ 

32-

３
３
８
３

　
　

℻ 

32-

３
６
４
３

そ
の
他　

競
技
中
の
事
故
（
負
傷
）
な

ど
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
で
応
急
処

置
の
み
行
い
、
事
後
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

　

新
規
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
人
に
も
分
か
り
や
す
く
お
教
え

し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
会

　
　
（
初
心
者
講
習
会
）
を
開
催
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　志賀町文化協会では囲碁・将棋・かるた大会を開催します。皆さんの参加をお待ちし
ています。お問合せは文化協会事務局まで　☎ 32-9350

　　○開催日・会場　：　平成23年３月13日（日）　志賀町文化ホール
　　○受　　　　付　：　９：00 ～９：30（各競技会場　[各室]前で行います。）

　　○開会式（合同）　：　９：30 ～　１階　小ホール
　　○競　技　開　始　 ：　10：00 開始（各競技とも）

　　○閉会式（競技ごと）：　それぞれ各会場で行います。
　　○参　　加　　費　：　囲碁：１,000円（昼食代込み）、将棋：大人１,000円　小人500円（昼食代込み）
　　　　　　　　　　　             　　 かるた：無料
　　○参　加　資　格　：　志賀町在住の人

囲碁の部

将棋の部

かるたの部

１．競技ルール
　　　日本棋院の規定に準じ、競技方法は以下のとおりとする。
　　　①１部、２部、３部の３部制とし、リンク方式で行う。
　　　②段級差ハンディ 1子の手合割とし、持碁は白勝ち、互先は６目半のコミ出しとする。
　　　③対局時間（持ち時間）は35分とする。（１部は対局時計使用）
２．表　彰
　　　各クラス優勝、準優勝、３位、敢闘賞とする。
３．その他
　　　志賀町囲碁協会が決定する。

１．競技ルール
　　日本将棋連盟競技規則に準じ、総平手戦とする。
　　　①予選：４人リーグ戦で行い、うち２人が２勝以上をし予選通過とする。
　　　　　　　・勝者は勝ち抜きトーナメントへ進出
　　　　　　　・敗者は２部として勝ち抜きトーナメントへ進出
　　　②対局時間は30分切れ負け
２．表　彰
　　　１部・２部優勝、準優勝、３位×2
３．その他
　　　志賀町将棋愛好会が決定する。

１．競技ルール
　　　全日本かるた協会の規定に準じて行う。全競技男女混合で以下の 3 部門とする。
　　　①第 1 部・・・一般の部（中学生以上）
　　　②第 2 部・・・経験者の部（小学生）
　　　③第 3 部・・・未経験者の部（小学生）
２．表　彰
　　　各部とも優勝、準優勝、３位、敢闘賞
３．その他
　　　志賀町かるた協会が決定する。

　競技会場（1 階　小ホール）

　競技会場　（２階　22研修室）

　競技会場（1 階　和室 ｢芙蓉の間｣）

　　　　　　主催／志賀町文化協会　　

　　　　　　主管／志賀町文化協会競技部会　　後援／志賀町教育委員会、北國新聞社
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学生納付特例制度を受けている

短大・大学生・専修・専門学校生の皆さんへ

学生納付特例は 3 月末までです。 4 月には再申請が必要です。

対象者　

　短大・大学・各種専修・専門学校生で、引き続き同一の学校に在学し平成 23 年度も学生納付

特例を受けようとする学生は、再申請をお忘れなく。

学生納付特例は、免除じゃありません。納付猶予です！
卒業・就職したら追納をお忘れなく！

○納付猶予の保険料を追納する場合は申し出が必要です。

　学生納付特例は、年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。

　そこで、10 年以内であれば本人の申し出により猶予された月の保険料を納付することができま

す（ただし 3 年度目以降に追納する場合には経過期間に応じて加算額がかかります）。

　なお、追納される場合は先に経過した月から順に納めなければなりませんのでご注意ください。

（例）・平成 23 年度の学生納付特例承認期間について平成 26 年 3 月末までに追納する場合は加算

　　　額はかかりません。

　　 ・平成 23 年 9 月の学生納付期間の追納期限は平成 33 年 9 月末となります。

　　　（最終納付期限は 10 年目にあたる月の月末です。）

前納・口座振替をお勧めします。
口座振替で前納すると、3,690 円の割引！

現金で 1 年分を前納すると、3,120 円の割引！

口座振替の早割を利用すると毎月 50 円のお得（年間 600 円）

口座振替のお申し込み方法

○ 各金融機関の窓口、または 年金事務所で受け付けています。

○ お申し込みには基礎年金番号の記入が必要です。

年金手帳や納付書であらかじめご確認ください。

通帳、金融機関届出印鑑を持参してください。
◆ 手続き・お問い合わせは

　七尾年金事務所　☎ 0767-53-6511　　　　住民課　国保年金担当　☎ 32-9121

平成 23 年 4 月分から

　保険料改定

　　月額 15,020 円

　年間納付額

　　180,240 円
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (や)児童館だより・図書館だより (ふB)学べる志賀町 (かA)志賀町生涯学習フェア

7:00 (み)しかチャンニュース (ふA)ぶらり志賀町の旅 (かB)平成22年度志賀町立志式　他

8:00 (かA)志賀町生涯学習フェア (み)しかチャンニュース (ふA)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 「大きくなったら」（志加浦保育園）

10:00 (かB)平成22年度志賀町立志式　他 (や)児童館だより・図書館だより 「大きくなったら」（上熊野保育園）

11:00 (ふB)学べる志賀町 (かA)志賀町生涯学習フェア 「大きくなったら」（土田保育園）

12:00 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (かB)平成22年度志賀町立志式　他 (ふB)学べる志賀町

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (や)児童館だより・図書館だより (ふB)学べる志賀町 (かA)志賀町生涯学習フェア

16:00 (かB)平成22年度志賀町立志式　他 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (や)児童館だより・図書館だより

17:00 (ふB)学べる志賀町 (や)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (かA)志賀町生涯学習フェア (かB)平成22年度志賀町立志式　他 (ふA)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふA)ぶらり志賀町の旅 (かA)志賀町生涯学習フェア 「大きくなったら」（志加浦保育園）

22:00 (み)しかチャンニュース (ふB)学べる志賀町 「大きくなったら」（上熊野保育園）

23:00 (や)児童館だより・図書館だより (み)しかチャンニュース 「大きくなったら」（土田保育園）

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月
しかチャンネル
番組ガイド３月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

アナログ　　５ch

デジタル　　９ch

ＳＴＢ　０３８ch

■　かがやきテレビＢ
（３月１日～）「平成 22 年度志賀町立志式」

　2 月 8 日（火）志賀町文化ホールで、平成 22 年度志賀町立

志式が行われ、志賀中学校と富来中学校の 2 年生 179 人が立

志を迎えました。

（３月中旬～）「富来高校最後の 1 年」

　平成 23 年 3 月 6 日、石川県立富来高等学校は、最後の卒業

生を送り出し閉校することとなりました。

　閉校までの 1 年間、生徒たちはどのように過ごしていたので

しょうか

■　「大きくなったら」　
　保育園の園児たちが将来の夢や希望を元気いっぱいに話します。

※金沢ケーブルテレビネットのときめきＱで放送された番組を

再放送します。

志賀町地デジサポートセンターの開設は 3 月 31 日まで

　志賀町地デジサポートセンターでは、デジタル放
送に関するさまざまなサポートをしています。
　お気軽にお問い合わせください。

【サポートの内容】
　(1) デジタル放送受信環境のサポート
　(2) デジタル放送受信機器のサポート
　(3) デジアナ変換のサポート
　(4) 町ケーブルテレビサービス全般に係るサポート

【開設時間】　
　9 時～ 17 時 30 分まで ( 土日、祝日は除く）　

  〒 925-0157　志賀町堀松寅の７番地１
  　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ　　0120-32-8866
  　☎ 32-5511 ／町内 IP ☎　8-32-5511
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町内 IP 8-32-0339

予　防　接　種
内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 3月 3日（木） 4カ月健診受診時～

生後6カ月未満 志

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

4カ月児健診 3月 3日（木） 平成22年11月生まれ
志

1歳6カ月児健診 3月17日（木） 平成21年8月生まれ

健　康　相　談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 3月18日（金） 13:00 ～ 14:00

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です。

機　能　訓　練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者などで日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育て

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介　護　予　防 【対象者】65 歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

内　容 実施日 時　間 場所

鶴亀
おたっしゃ教室

3月10日（木） 10:00 ～
11:00

や す ら ぎ 荘
3月24日（木）

志賀町健幸教室
3月11日（金） 13:30 ～

15:00
志賀町デイサー
ビスセンター　
介 護 予 防 教 室3月25日（金）

※ゆう遊クラブ：8日は「リフレッシュ体操」、22日は「工作」です。
※モグモグ教室に参加希望の人は、事前に保健福祉センターまでご連
　絡ください。
※わははの会に初めて参加する人は、事前に保健福祉センターまでご
　連絡ください。

内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

3月 3日（木）
乳 幼 児 の お
子 さ ん と お
母 さ ん ど な

たでも

15:30 ～
16:00 志

3月17日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30 志

ゆう遊クラブ
３月 8日（火） 乳 幼 児 の お

子 さ ん が い
る人

10:00 ～
11:30

志

３月22日（火） 富

モグモグ教室 3月15日（火）
４ カ 月 健 診
後 ～ １ 歳 未
満 の お 子 さ
んがいる人

10:00 ～
11:30 志

わははの会 3月14日（月）
障 害 の あ る
お 子 さ ん の

保護者

10:00 ～
11:30 志

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　

住
宅
耐
震
改
修
の

　
　

緊
急
促
進
事
業
の
募
集

　

国
は
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
住
ま
い
づ
く
り
の
促
進
の
た

め
、
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
対
し

て
、
志
賀
町
独
自
の
補
助
と
合
わ
せ

て
30
万
円
の
定
額
上
乗
せ
補
助
を
行

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
期
間
は
平
成
23

年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
住
ま
い
の

耐
震
診
断
、
耐
震
設
計
を
行
い
、
耐

震
改
修
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　

志
賀
町
に
住
ん
で
い
る
人

◆
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
工
事
着
手
さ
れ
た
木
造
住
宅
な
ど

◆
対
象
要
件　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

に
志
賀
町
の
※
「
既
存
建
築
物
耐
震
改
修

工
事
等
補
助
金
」
の
交
付
を
受
け
、
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
成
す
る
も
の

◆
補
助
の
金
額　

志
賀
町
の
「
既
存
建

築
物
耐
改
修
工
事
費
等
補
助
金
」
に
加

え
、
30
万
円
の
定
額
上
乗
せ
補
助
（
た
だ

し
、
工
事
額
に
よ
っ
て
は
30
万
円
未
満
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◆
募
集
期
間　

平
成
23
年
２
月
１
日
㈫
～

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

※志賀町の「既存建築物耐改修工事費等補助金」を受けるには、事前に耐震診断をしておく必要があります。

　補助率は工事費の３分の２までで、限度額は８万円です。
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３月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

３
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

３
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な

し
会
で
は
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
も
で

き
ま
す
の
で
親
子
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

・７日（月）・14日（月）・21日（月）
・28日（月）

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：00
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館　☎ 32－1740
　　　　町内 IP 8 －32－1740

 志賀町立富来図書館　☎ 42－2777
　　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
第
１
４
４
回
芥
川
賞
受
賞

　

き
こ
と
わ　
　
　
　
　
　
　
　

朝
吹
真
理
子

○
第
１
４
４
回
芥
川
賞
受
賞

　

苦
役
列
車　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

賢
太

○
純
平
、
考
え
直
せ　
　
　
　
　

奥
田　

英
朗

○
噛
む
犬　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
納　

諒
一

○
ラ
ス
ト
ラ
ン　
　
　
　
　
　
　

角
野　

栄
子

○
あ
ん
で
ら
す
の
鐘　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子

○
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト　
　
　
　

瀬
尾
ま
い
こ

○
風
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

○
川
あ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室　

麟

○
お
徳
用
愛
子
の
詰
め
合
わ
せ　

佐
藤　

愛
子

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

３
月
23
日
㈬　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

少
し
ず
つ
春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
!!

　

厳
し
い
寒
さ
も
一
段
落
し
、
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
こ
の
春
に
巣
立
ち
、
新
生
活
を
始
め
る
皆

さ
ん
、
準
備
に
は
ぜ
ひ
図
書
館
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
に
役
立
つ
本
や
、
社
会
人
向
け

マ
ナ
ー
の
本
が
新
生
活
を
手
助
け
し
て
く
れ
ま
す
よ
!!

◆
お
す
す
め
の
本
◆

○
女
子
栄
養
大
学
の
お
料
理
入
門　

き
ち
ん
と
作
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
お
い

し
い　
　
　
　
　
　

小
川　

久
惠
著

　

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
お
料
理

に
自
信
が
な
く
て
も
き
ち
ん
と
作
れ
ば
お

い
し
く
で
き
ま
す
。
世
代
を
問
わ
ず
喜
ば

れ
る
お
か
ず
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
献
立

の
基
本
を
、
豊
富
な
プ
ロ
セ
ス
写
真
と
と

も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

３
月
１
日
（
火
）
～
３
月
31
日
（
木
）

ま
で
『
２
０
１
１
年
は
う
さ
ぎ
年
』
と
題

し
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
中
で
も
抜
群
に
愛
ら
し
い
う

さ
ぎ
。
う
さ
ぎ
年
に
ち
な
ん
で
う
さ
ぎ
に

関
す
る
本
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集
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ま
し
た
。
ピ
ー
タ
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ビ
ッ
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や
ミ
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フ
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す
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出
し
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
!!

■
志
賀
町
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
サ
ム
ラ
イ
化
学
者
、
高
峰
博
士

　
　
　
　
　
　

北
國
新
聞
社
編
集
局
編

　

幕
末
の
高
岡
に
生
ま
れ
、
金
沢
で
育
っ

た
世
界
的
に
有
名
な
化
学
者
、
高
峰
譲
吉

博
士
の
生
涯
を
、
末
っ
子
の
ジ
ョ
ウ
こ
と

譲
太
郎
を
中
心
と
す
る
一
家
が
そ
の
足
跡

を
た
ど
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
形
式
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。「
北
國
新
聞
』
連
載
さ

れ
て
い
た
も
の
を
編
集
、
高
峰
博
士
の
多

彩
な
才
能
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
１
冊
で

す
。
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★３月行事予定★
　６日（日）
１３日（日） 
１６日（水）
２７日（日）

児童館まつり
子どもクッキング
ユニカールで遊ぼう
DVDお楽しみ会

9：30 ～
13：30 ～
15：30 ～
13：30 ～

20 日㈰、21 日㈷

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

か
る
た
遊
び

　
児
童
館
ま
つ
り
を
３
月
６
日

(

日)

、
９
時
30
分
よ
り
開
催
し
ま
す
。

児
童
館
活
動
の
中
か
ら
、
オ
カ
リ
ナ

の
演
奏
、
バ
ト
ン
演
技
な
ど
を
発
表

し
ま
す
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
、
ゲ
ー
ム
や
工
作
、
く
じ
引
き

な
ど
楽
し
い
催
し
物
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
リ
バ
ー
シ（
オ
セ
ロ
風
ゲ
ー
ム
）大

会
を
行
い
ま
し
た
。
高
学
年
と
低
学

年
に
分
か
れ
て
対
戦
し
ま
し
た
。
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
試
す
機
会
と
し

て
、
ど
の
子
も
真
剣
。
石
を
置
く
手

の
早
さ
に
闘
志
と
自
信
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

か
る
た
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。
畳

に
並
べ
ら
れ
た
１
０
０
枚
の
こ
と
わ

ざ
か
る
た
。
読
み
手
が
上
の
句
を
読

み
上
げ
る
と
、
さ
っ
と
下
の
句
に
手

を
伸
ば
し
、
３
、４
人
で
一
枚
の
札

を
取
り
合
い
ま
し
た
。
札
を
獲
得
す

る
た
び
に
「
や
っ
た
」
と
歓
声
が
あ

が
り
ま
す
。寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
、

日
本
の
伝
統
的
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　　　★申し込み、お問い合わせ先
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

親
子
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

リ
バ
ー
シ
大
会

☎

お　
知　
ら　
せ

　

近
隣
市
町
の
食
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
指
導
で
志
賀
町
特
産
こ
ろ
柿

を
使
っ
た
「
こ
ろ
柿
の
カ
ッ
プ
ケ
ー

キ
作
り
」に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、

薄
力
粉
を
ふ
る
い
に
か
け
た
り
、
生

地
に
粉
を
混
ぜ
る
時
の
コ
ツ
を
教

わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
柿
の
栄
養
価

や
効
力
に
つ
い
て
も
学
び
、
特
産
こ

ろ
柿
へ
の
関
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
子
育
て
支
援
活
動
と
し
て
親

子
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
を
開
催
。
ユ
ニ

カ
ー
ル
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
上
で
ス
ト
ー

ン
を
滑
ら
せ
る
競
技
で
す
。
参
加
者

た
ち
は
試
合
に
熱
中
し
、
う
ま
く
ス

ト
ー
ン
が
円
の
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に

入
る
と
、
拍
手
や
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で

喜
び
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
カ
ー

ル
を
通
じ
て
、
異
世
代
間
の
交
流
が

持
て
、楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
館
ま
つ
り
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富
来
中
学
校

教 育
志 学

教育長ホットニュース

校
長　

尾
田
喜
久
男

地
産
地
消
に
つ
い
て

　

地
域
で
採
れ
た
新
鮮
な
《
旬
の
も
の
》
を

地
元
で
消
費
す
る
。

　

食
育
を
推
進
す
る
上
で
、
最
も
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で

あ
り
、
わ
が
志
賀
町
で
も
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

志
賀
町
は
海
あ
り
、
山
あ
り
、
平
野
あ
り

で
、
い
ろ
い
ろ
な
農
産
物
や
海
産
品
に
恵
ま

れ
、
地
元
産
品
の
宝
庫
で
す
。

　

週
５
日
の
給
食
日
の
中
で
、
４
日
間
は
地

元
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
米
飯
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
石
川
県
漁
協
西
海
支
所
さ
ん
か
ら

大
量
の
「
富
来
（
ふ
く
）
ら
ぎ
」
の
ご
提
供

を
頂
き
、
先
般
は
Ｊ
Ａ
志
賀
こ
ろ
柿
部
会
長

さ
ん
か
ら
「
特
産
の
こ
ろ
柿
を
子
ど
も
た
ち

の
給
食
に
」
と
申
し
出
を
頂
き
、
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し

て
い
る
能
登
牛
や
地
元
産
の
野
菜
や
赤
土
ス

イ
カ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
物
ま
で
、
メ
ニ
ュ
ー

に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
量
の
確
保
や
価
格
が
多
少
高
く

な
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

可
能
な
限
り
、
地
産
地
消
を
意
識
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

富
来
中
学
校
は
、
昭
和
59
年
に
富
来
地
域
５
校

の
中
学
校
が
統
合
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。校
舎
は
、

小
高
い
丘
陵
に
建
ち
周
囲
の
自
然
環
境
に
大
変
恵

ま
れ
た
学
校
で
す
。

　

開
校
当
時
は
６
８
１
人
の
生
徒
が
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
自
転
車
、
徒
歩
な
ど
で
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
近
年
の
少
子
化
の
影
響
で
、
今
年
度
は
、
全

校
生
徒
１
８
５
人
と
小
規
模
に
な
り
ま
し
た
が
、

開
校
以
来
26
年
間
の
実
績
と
校
風
を
基
に
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
、
楽

し
く
、
美
し
く
、
夢
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

校　

訓　

　
　
「 

稚 

心 

を 

去 

れ 

」

 

本
校
の
目
指
す
生
徒
像

 

○
創
造
性
豊
か
な
生
徒

　

・
自
ら
考
え
、
わ
か
る
ま
で
努
力
す
る

　

・
読
書
に
親
し
み
、
広
い
見
識
を
身
に
つ
け
る

　

・
自
分
の
生
活
を
見
つ
め
、
向
上
し
よ
う
と
努

　
　

め
る

 

○
進
ん
で
行
動
で
き
る
生
徒

　

・
積
極
的
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
、
他
人
の
意

　
　

見
を
尊
重
す
る

　

・
き
ま
り
を
守
り
、
責
任
感
が
強
い

　

・
友
人
と
協
力
し
、
明
る
い
学
級
づ
く
り
に
努

　
　

め
る

 

○
健
康
で
心
豊
か
な
生
徒

　

・
進
ん
で
心
身
の
健
康
と
、
身
の
安
全
に
心
が

　
　

け
る

　

・
明
朗
快
活
で
自
然
を
大
切
に
す
る

　

・
思
い
や
り
の
あ
る
温
か
い
心
で
人
と
接
す
る

主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、　

○
学
習
指
導
の
充
実

 　

学
力
向
上
を
め
ざ
し
て
、
生
徒
に
と
っ
て
よ

り
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
展
開
に
努
め
、
基
礎
・

基
本
の
確
実
な
定
着
や
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る

能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
科
に

よ
っ
て
は
、
学
級
単
位
の
一
斉
授
業
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
学
び
に
応
じ
た
少
人
数
授
業
な
ど

き
め
細
か
い
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
る
た
め
に
、
保
護

者
の
協
力
を
得
て
、
富
来
小
学
校
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
を
実
施

し
、
成
果
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

○
生
徒
指
導
の
充
実

　

積
極
的
な
生
徒
指
導
に
努
め
、
生
徒
会
活
動
で

は
、
運
動
会
、
文
化
祭
の
企
画
・
運
営
や
「
学
び

集
会
」
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
の
自
治
能

力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
本
校
の
伝

統
で
あ
る「
明
る
い
挨
拶
」「
心
の
通
い
合
う
合
唱
」

等
が
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
気
に
な
る
こ
と
・
悩
み
や
相
談
ご
と
に

対
し
て
も
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
専
門
機
関

と
の
連
携
を
深
め
、
全
教
職
員
で
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
部
活
動
の
活
性
化
に
も
努
め
、

学
校
組
織
だ
け
で
は
、
対
応
で
き
な
い
分
野
に
つ

い
て
は
、
町
体
育
協
会
等
地
域
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
家
庭
・
地
域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
連
携
を
密
に
し
、
知
・
徳
・
体
の
調
和

が
と
れ
、
心
豊
か
で
自
主
・
創
造
の
精
神
に
み
ち

た
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

理
念
の
重
要
性

　
志
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

穴
田　
　

實

　

志
賀
町
の
小
学
校
８
校
、
中
学
校
２
校
の

「
学
校
紹
介
シ
リ
ー
ズ
」
も
３
月
号
で
一
巡

し
、
完
結
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
物
事
を
成
す
た
め
に
は
、
ま
ず
始
め

に
理
念
や
方
針
な
ど
を
対
象
の
方
々
に
示
す

こ
と
、
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

説
明
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
実
行
に

移
し
て
必
要
な
修
正
を
行
い
、
前
進
す
る
こ

と
が
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
、
と
考
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
学
校
に
と
っ
て
は
「
建
学
の

精
神
」、会
社
に
と
っ
て
は
「
社
是
」
や
「
社

訓
」
な
ど
を
示
し
、
実
行
す
る
こ
と
で
す
。

　

校
長
先
生
方
に
は
、
学
校
ご
と
に
地
域
の

特
性
を
活
か
し
、
歴
史
や
伝
統
に
裏
打
ち
さ

れ
た
、
校
長
の
『
思
い
』
を
具
現
化
す
る
教

育
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
、
地
域
の
精
神
的

か
つ
知
的
な
支
柱
の
一
つ
で
あ
る
地
域
の
学

校
の
校
長
先
生
方
に
お
願
い
し
、
教
育
者
と

し
て
地
域
社
会
に
向
き
合
う
考
え
方
や
取
り

組
み
を
表
明
す
る
場
と
し
て
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

日
頃
の
学
校
で
の
教
育
活
動
に
加
え
て
、

校
長
と
し
て
、
ま
た
、
一
人
の
教
育
者
と
し

て
、
教
育
に
対
す
る
考
え
方
の
一
端
を
披
瀝

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
切
偲
」「
稚
心
を
去
れ
」「
開
智
」、
今
風

に
言
え
ば
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム

デ
ー
」
な
ど
の
い
わ
ば
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
発
信
し
、
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
開
か
れ
た
学
校
、
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
を
め
ざ
し
努
力
を
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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氏
　
名

本
　
籍

新
本
籍

濱
田
　
隆
徳

愛
知
県

愛
知
県

中
嶋
　
美
早

仏
　
木

大
鍛
治
　
博

富
来
領
家
町

富
来
領
家
町

西
村
　
佳
奈

金
沢
市

畑
中
　
祥
一

高
浜
町

高
浜
町

瀧
中
　
仁
美

七
尾
市

山
本
　
克
信

金
沢
市

金
沢
市

坂
本
　
　
梓

坪
　
野

小
川
　
信
幸

安
部
屋

金
沢
市

小
林
　
瑠
美

加
賀
市

福
島
　
正
則

小
　
窪

小
　
窪

寺
門
　
愛
深

能
美
市

樋
下
　
祐
輔

高
浜
町

高
浜
町

松
田
　
貴
実
子

大
阪
府

橋
田
　
悠
生

中
　
浜

中
　
浜

高
田
　
奈
々
子

七
尾
市

北
　
　
健
史

高
浜
町

高
浜
町

窪
田
　
菜
美

日
　
用

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

６日(日)
池野整形外科耳鼻咽喉科医院 志賀町高浜町 32-0040

押 水 瑠 璃 光 薬 局 宝達志水町門前
いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町 22-7800

13日(日)
岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921

志 雄 瑠 璃 光 薬 局 宝達志水町萩市
松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011

20日(日)
ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来地頭町 42-2300

羽 咋 菜 の 花 薬 局 羽咋市柳橋町
松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

21日(祝)
加藤病院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-1251 クスリのアオキ羽咋店

青木二階堂薬局
羽咋市石野町

羽咋診療所（内） 羽咋市柳橋町 22-5652

27日(日)
志賀クリニック（内） 志賀町高浜町 32-5307

鶴 多 あ お ぞ ら 薬 局 羽咋市鶴多町
田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町 22-0026

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

３

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け

出をし、希望者のみ掲載してい

ます。他市町村での届け出を予

定し、掲載を希望する場合は届

出書の余白に「広報掲載希望」

とお書きください。
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総人口 23,390人

男 11,062人

女 12,328人

世帯数 8,092世帯

( １月末現在)
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課広報係まで送ってください。

　町の臨時職員として働くことを希望する人に、あらかじめ希望する職種や勤務時間などを登録していただき、必要に応
じて登録者の中から雇用条件に合う人を選考し、採用する制度です。
　ただし、各業務の繁忙期や職員の育児休業の場合など、必要に応じて臨時職員を雇用するため、登録されても必ずしも
雇用されるとは限りませんのでご了承ください。

１　登録条件
　①　登録を希望する職種に必要な資格免許などを取得していること　②　職務遂行に支障のない良好な健康状態であること
２　登録手続
　(1) 必要書類
　①　志賀町臨時職員登録申込書（総務課、富来支所に備え付けてあります。また、ホームページからダウンロードする
　　　ことができます）。※写真を貼付してください。②　資格が必要な職種に応募する場合は、資格証明書の写し
　(2) 書類提出方法
　①　所定の申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付の上、志賀町役場総務課へ提出してください。
　②　郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員登録申込書」と朱書きし、郵送してください。

職　　種 勤務場所
勤務時間 業務内容 資格条件 賃　金

社会保険（健康
保険、厚生年金、
雇用保険）

一 般 事 務 補 助 員 役場、出先機関
8:30 ～ 17:15

資料作成、整理などの
補助、データ入力業務

資格は問わないが、「ワード」・「エクセル」
などパソコンの基本操作ができる人

志賀町嘱託・
臨時職員等
の賃金支給
基準による

雇用条件に
よっては加入
の必要あり

保 育 園 看 護 師 町内各保育園
8:30 ～ 17:00 保育業務 看護師免許（准看護師含む）を有する人

保 　 育 　 士 町内各保育園
8:30 ～ 17:00 保育業務 保育士資格を有する人

保 育 園 調 理 員 町内各保育園
8:30 ～ 17:00 保育園の調理業務 調理師免許を有する人

児童クラブ指導員 町内放課後児童クラブ
9:00 ～ 17:30 放課後児童クラブの指導 教員免許もしくは保育士資格または

児童クラブなど勤務経験のある人

調 理 補 助 員 学校給食共同調理場
8:15 ～ 17:15 学校給食の調理業務 資格は問わない

看護師・准看護師 富来病院
8:30 ～ 17:15 看護師業務 看護師または准看護師免許を有する人

病 院 看 護 助 手 富来病院
8:30 ～ 17:15 患者の看護（介護）業務 ホームヘルパー２級以上の資格を有する人

保 　 健 　 師 役場、保健センターなど
8:30 ～ 17:15 保健事業全般 保健師資格を有する人

介 護 認 定 訪
問 調 査 員

役　場
8:30 ～ 17:15 介護認定に係る訪問調査 保健師、看護師、介護支援専門員のいずれか

の資格および普通自動車免許を有する人

（注）　勤務時間は標準的な勤務時間です。変則勤務になる場合があります。

４　登録受付期間　平成 23 年 3 月 1 日から随時受付いたします。登録完了のお知らせはしませんのでご了承ください。

５　登録有効期間　登録有効期間は、平成 24 年 3 月 31 日までです。

６　採 用 方 法　臨時職員の雇用を必要とするときに、登録者の中から書類選考や面接などで選考し、勤務条件などを
　　　　　　　　　説明した上で採用します。

７　雇 用 期 間　名簿の有効期間内の臨時的業務を必要とする期間です。（原則として６カ月以内。６カ月延長の場合
　　　　　　　　　がありますが、最長で１年以内とします。）

８　そ の 他　 詳細については、志賀町ホームページ、役場総務課に備え付けの「志賀町臨時職員等登録制度のご案
　　　　　　　　　内」を参照、または総務課総務人事担当までお問い合わせください。☎ 32-9311

３　登録を募集する職種および資格要件など 

志賀町臨時職員登録制度のご案内
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